
大
分
で
企
業
が

　レ
モ
ン
生
産
に
参
入（
大
分
県
本
部
・
営
業
開
発
部
）

新たに農福連携事業の
取り組みを開始
イチゴ栽培初出荷を迎える
（岐阜県本部）

「瀬戸内かきがらアグリ」
三つの賞を受賞（岡山県本部）

「第12回全国農業高校お米甲子園」
に協賛
（米穀生産集荷対策部）

「共同購入トラクターＳＬ33Ｌ」
県内3高校へ寄贈
（秋田県本部）

海外拠点便り
（全農（上海）貿易有限公司）

「JA全農チビリンピック
第3回 全農杯 全日本小学生カーリング
選手権大会」開催（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　花BOX

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

5

8

Web
限定

冬の豊橋産食材フェアを開催
（フードマーケット事業部）

2

3

全国の優良事例を表彰（6-7面）

レモン苗を植え付ける関係者（4面）

「お米甲子園」最高金賞獲得校に全農賞を
授与（3面）

全国土づくり大会開催
（耕種資材部）
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し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
食
べ
る

こ
と
で
里
海
で
あ
る
瀬
戸
内
海

を
守
り
、育
て
る
活
動
に
参
加
・

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
農
産

物
と
し
て
、
生
産
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。現
在
、園
芸
品

目
で
の
取
り
組
み
も
進
め
て
お

り
、「
里
海
野
菜
」の
生
産
拡
大

も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
S
D
G
s
へ
の

取
り
組
み
の
観
点
か
ら
、
多
方

面
で
評
価
を
い
た
だ
き
、
3
つ

の
賞（
第
6
回
お
か
や
ま
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
賞「
大
賞
」
／

お
か
や
ま
S
D
G
s
ア
ワ
ー

ド
2
0
2
1
「
優
良
な
取
り
組

み
」
／
第
9
回
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

ア
ワ
ー
ド「
実
行
委
員
会
特
別

賞 

森
里
川
海
賞
」）を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
よ
り
多
く
の
方
に「
里

海
」の
理
念
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
取
り
組
み
・
活
動
の
認
知

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

穫
・
出
荷
作
業
は
、
今
年
5
月

ご
ろ
ま
で
続
く
見
通
し
で
す
。

　
3
人
と
も
農
業
の
経
験
は
ほ

と
ん
ど
無
い
中
、
日
々
の
指
導

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、「
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
」「
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」と
、
確
か
な
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
感
じ
、
さ
ら
な

る
技
能
・
知
識
の
向
上
を
目
指

し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。２
０
２
２
年
度
は

関
係
者
一
丸
と
な
り
、
栽

培
面
積
を
10
㌃
に
拡
大
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
岐
阜
県
本
部
で
は
、
農

福
連
携
の
輪
を
広
げ
る
一

役
が
担
え
る
よ
う
、
ま
た

安
全
・
安
心
な
お
い
し
い

イ
チ
ゴ
を
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

News!

新たに農福連携事業の取り組みを開始
労働力不足の課題解決に向け第一歩 岐阜県本部

　
岡
山
県
本
部
が
事
務
局
を
務
め
る「
瀬
戸
内
か
き
が
ら
ア
グ
リ
推

進
協
議
会
」が
行
う
、
地
域
循
環
環
境
保
全
型
事
業「
瀬
戸
内
か
き

が
ら
ア
グ
リ
」が
S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
多
方
面
か
ら
評

価
さ
れ
、こ
の
た
び
三
つ
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
本
部
は
２
０
２
１
年
度
か
ら「
農
業
分
野
で
の
障
が
い
者

が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出
」と「
農
家
・
J
A
が
障
が
い
者
雇
用
す

る
際
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
れ
る
よ
う
な
知
識
・
経
験
の
習
得
」を

目
指
し
て
、
岐
阜
市
の「
い
ち
ご
新
規
就
農
者
研
修
所
」に
て
農
福

連
携
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
瀬
戸
内
か
き
が
ら
ア
グ
リ
」

は
、
瀬
戸
内
海
で
水
揚
げ
さ
れ

た
カ
キ
の
殻
を
農
業
分
野
で
再

利
用
し
、
農
産
物
の
生
産
性
を

高
め
る
取
り
組
み
で
す
。通
常
ゴ

ミ
と
な
る
カ
キ
殻
を
土
づ
く
り

資
材
と
し
て
使
用
し
た
お
米
を

「
里
海
米
」、
鶏
の
エ
サ
に
添
加

し
て
育
て
た
卵
を「
里
海
卵
」と

　

初
年
度
の
取
り
組
み
と
し

て
、
研
修
所
内
の
ハ
ウ
ス
１

棟
を
農
福
連
携
専
用
圃ほ
じ
ょ
う場

と

し
、
障
が
い
者
3
人
と
支
援
者

１
人
の
体
制
で
イ
チ
ゴ
の
栽

培（
栽
培
面
積
5
㌃
）を
始
め

ま
し
た
。
7
月
以
降
、
苗
管
理

や
定
植
、
管
理
、
収
穫
、
パ
ッ

ク
詰
め
な
ど
一
連
の
作
業
を
学

び
、
11
月
26
日
に
初
出
荷
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収

おかやまSDGsアワード賞状
グッドライフアワード表彰式の様子

（右：伍賀県本部長）

初
出
荷
を
迎
え
笑
顔
の
ス
タ
ッ
フ
と
全
農
関
係
者

News!

「瀬戸内かきがらアグリ」が三つの賞を受賞
SDGsな取り組みとして多方面から評価 岡山県本部
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の
場
面
で
活
用
し
、
生
徒
の
皆

さ
ん
に
操
作
経
験
を
通
じ
て
技

術
を
習
得
し
て
も
ら
い
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
、
目
録
を
贈
呈
し

ま
し
た
。県
教
育
庁
高
校
教
育
課

の
渡
辺
勉
課
長
は「
生
徒
の
就

農
意
欲
を
喚
起
し
、
秋
田
の
農

業
を
支
え
る
人
材
育
成
の
た
め

大
切
に
使
い
ま
す
」と
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

　
式
典
に
出
席
し
た
各
校
の
代

表
生
徒
た
ち
は
、
早
速
ト
ラ
ク

タ
ー
の
乗
り
心
地
や
操
作
方
法

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。各
校
で

は
春
か
ら
田
ん
ぼ
の
代
か
き
や

畑
を
耕
す
実
習
な
ど
で
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

米
」に
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
い
う
開
催
趣
旨
に
賛
同

し
、
今
年
度
で
3
回
目
の
特
別

協
賛
と
な
り
ま
す
。

　

12
月
14
日
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
米
穀
生

産
集
荷
対
策
部
か
ら
、

お
祝
い
の
言
葉
と
共

に
全
農
賞（
国
産
牛

ス
テ
ー
キ
肉
、
ニ
ッ

ポ
ン
エ
ー
ル
ご
当
地

グ
ミ
、
東
北
コ
ッ
ト

ン
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
）

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

全
農
は
、
お
米
甲

子
園
へ
の
協
賛
を
通

じ
て
、
未
来
の
米
作

り
を
担
う
高
校
生
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、

お
米
へ
の
関
心
を
高

め
、
お
米
の
消
費
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

News!

News!

「共同購入トラクターＳＬ３３Ｌ」県内３高校へ寄贈

「お米甲子園」最高金賞獲得校に全農賞を授与

農業実習用として活用

最高金賞は石川県立七尾東雲高校が受賞

秋田県本部

米穀生産集荷対策部

　

全
農
が
開
発
し
た「
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー（
中
型
ク
ラ
ス
）Ｓ

Ｌ
33
Ｌ
」が
、
農
業
分
野
の
学
科
や
コ
ー
ス
が
あ
る
秋
田
県
内
の
３

高
校
へ
農
業
実
習
用
と
し
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
は
、２
０
２
１
年
11
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
12
回
全
国

農
業
高
校
お
米
甲
子
園
」に
協
賛
し
、「
最
高
金
賞
」を
受
賞
し
た
石

川
県
立
七
尾
東
雲
高
校
に
全
農
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
人

材
の
育
成
支
援
と
し
て
、「
共
同

購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
」が
能
代
科
学

技
術
高
校
、西
目
高
校
、大
曲
農

業
高
校
に
対
し
各
1
台
、
Ｊ
Ａ

共
済
連
秋
田
の
取
り
組
み
に
よ

り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
市
に
あ
る
秋
田
県
本
部

農
機
製
品
倉
庫
で
行
わ
れ
た
寄

贈
式
に
は
、
各
校
の
校
長
や
生

徒
、
Ｊ
Ａ
代
表
者
や
秋
田
県
本

部
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
共
済
連
秋
田
の
斉
藤
一

志
会
長
は「
さ
ま
ざ
ま
な
実
習

　
「
お
米
甲
子
園
」は
全
国
の

農
業
高
校
生
た
ち
が
育
て
た
お

米
の
お
い
し
さ
を
競
う
大
会
で

す
。
全
農
は
、
食
・
農
の
未
来

を
担
う
高
校
生
に「
日
本
の
お

農業実習用として寄贈された「共同購入トラクタ―Ｓ
Ｌ３３Ｌ」

12月7日に開催された寄贈式

最
高
金
賞
を
受
賞
し
た
石
川
県
立
七
尾
東
雲
高
校
の

皆
さ
ん
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レ
モ
ン
は
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
地
方

が
原
産
で
、
地
中
海
沿
岸
諸
国
に
伝

わ
り
、
特
に
イ
タ
リ
ア
で
栽
培
が
盛

ん
で
す
。
日
本
へ
は
明
治
の
初
め
に

伝
わ
っ
て
お
り
、
広
島
県
や
愛
媛
県
、

和
歌
山
県
と
、
と
り
わ
け
温
暖
な
地

域
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
分
県
内
で
は
１
９
５
８
年
か
ら
、

主
に
佐
伯
市
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
小
川
香
料
は
、
香
り
に
こ
だ
わ
っ

た
国
産
原
料
を
自
社
で
生
産
し
、
地

方
農
業
活
性
化
の
た
め
、
ま
た
、
南

信
州
菓
子
工
房
は
、
生
産
者
の
高
齢

化
と
老
木
化
に
よ
り
生
産
縮
小
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
参
入

を
決
め
ま
し
た
。

　
行
政
の
協
力
も
あ
り
、
耕
作
放

　大
分
県
本
部
は
、
行
政
や
J
A
と
連
携
し
、
企
業
参
入
に
よ
る
産
地
振

興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
マ
リ
ン
レ
モ
ン
」の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
伯
市

で
、
小
川
香
料
㈱
と
南
信
州
菓
子
工
房
㈱
に
よ
る
、
国
産
レ
モ
ン
の
生
産
を

目
的
と
し
た
現
地
法
人
の
立
ち
上
げ
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【大
分
県
本
部
・
営
業
開
発
部
】

棄
地
と
な
っ
て
い
た
旧
柑
橘
産
地

を
、
小
川
香
料
が
佐
伯
市
米
水
津

色
利
浦
で
約
8
㌶
、
南
信
州
菓
子

工
房
は
同
市
蒲
江
町
畑
野
浦
で
約

10
㌶
の
規
模
で
集
積
し
借
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
川
香
料
は
2
0
1

8
年
8
月
に
現
地
法
人「
小
川
香

料
お
お
い
た
佐
伯
農
場
㈱
」を
、
南

信
州
菓
子
工
房
は
2
0
1
9
年
5

月
に「
大
分
佐
伯
フ
ァ
ー
ム
㈱
」を

立
ち
上
げ
、
行
政
・
J
A
と
連
携

し
た
会
議
を
開
催
し
、
情
報
共
有

と
事
業
内
容
の
確
認
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
両
社
は
2
0
2
1
年
3
月
か
ら

レ
モ
ン
苗
木
の
植
栽
を
開
始
し
ま
し

た
。
小
川
香
料
お
お
い
た
佐
伯
農
場

は
2
0
2
2
年
3
月
ま
で
に
約
8

㌶
で
約
4
0
0
0
本
、
大
分
佐
伯

フ
ァ
ー
ム
は
2
0
2
3
年
3
月
ま
で

に
約
10
㌶
で
約
6
0
0
0
本
、
合

計
1
万
本
を
植
え
付
け
す
る
予
定

で
、
大
分
県
本
部
も
一
緒
に
レ
モ
ン

の
植
栽
な
ど
を
行
い
、
一
丸
と
な
っ

て
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
耕
作
放
棄
地
を
園
地
化
す
る
こ

と
が
生
産
振
興
・
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
大
分
県
本

部
は
行
政
・
J
A
と
連
携
し
、
産

地
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
営
業
開
発
部
は
今
後
、
こ

の
よ
う
な
企
業
参
入
の
取
り
組
み

を
J
A
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
や
J
A
と
連
携
し
支
援 

産
地
拡
大
目
指
す

行
政
や
J
A
と
連
携
し
支
援 

産
地
拡
大
目
指
す

大
分
県
で
2
企
業
が「
レ
モン
」生
産
に
参
入

大
分
県
で
2
企
業
が「
レ
モン
」生
産
に
参
入

植
栽
に
至
る
ま
で

植
樹
祭
の
様
子（
小
川
香
料
お
お
い
た
佐
伯
農
場
㈱
）

大
分
県
佐
伯
市
の
農
産
物

か
ん
き
つ

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
と

レ
モ
ン
苗
の
植
え
付
け（
大
分
佐
伯
フ
ァ
ー
ム
㈱
）

　
全
農（
上
海
）貿
易
有
限
公

司
は
、
2
0
2
0
年
8
月
に
設

立
し
た
ば
か
り
の
全
農
グ
ル
ー

プ
の
現
地
法
人
で
は一番
若
い
海

外
拠
点
で
す
が
、
そ
の
歴
史
は
、

㈱
組
合
貿
易
上
海
駐
在
員
事

務
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た

（
1
9
9
1
年
9
月
）約
30
年

前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
全
農

グ
ル
ー
プ
会
社
再
編
で
、

2
0
0
5
年
10
月
に
全
農
グ

リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス
㈱
上
海
駐
在

員
事
務
所
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
が
、
一貫
し
て
、
当
初
か
ら
の

事
業
目
的
で
あ
る
リ
ン
鉱
石
や

リ
ン
酸
肥
料
を
中
心
と
し
た
肥

料
原
料
、
米
麦
用
フ
レ
コ
ン
袋

な
ど
の
生
産
資
材
の
調
達
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
全

農
本
所
旧
肥
料
農
薬
部
が
編
さ

ん
し
た「
全
農
肥
料
輸
入
業
務

40
年
史
―
海
外
挑
戦
の
軌
跡
」

に
よ
る
と
、
戦
前
の
1
9
3
5

年
に
は
、
全
農
の
前
身
で
あ
る

全
購
連
が
大
連
に
駐
在
員
事
務

所
を
開
設
し
て
、
満
州
各
地
に

あ
っ
た
搾
油
工
場
か
ら
肥
料
用

大
豆
か
す
の
調
達
業
務
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
海
外
拠
点
と
し

て
の
上
海
は
、
中
国
に
お
け
る

生
産
資
材
原
料
調
達
の
歴
史
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
現
在
ま
で

事
業
を
継
続
し
て
き
た
と
も
言

え
ま
す
。

　
当
社
が
設
立
し
て
か
ら
は
、

新
た
に
日
本
産
食
品
の
輸
入
販

売
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
輸
入
規
制
が
強
い
中
国
で

は
、
販
売
可
能
と
な
る
品
目
範

囲
が
精
米
や
加
工
食
品（
酒
類

を
含
む
）に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
和
牛
、
青
果
、

乳
製
品
な
ど
幅
広
く
輸
入
解

禁
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
や
体
制
は
変
わ
っ
て

も
、
中
国
に
お
け
る
原
料
調
達

や
日
本
産
農
産
物
の
販
売
拠
点

と
し
て
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
海
外
を
つ
な
ぐ
事
業
の
構

築
と
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

全
農（
上
海
）貿
易
有
限
公
司

中
国
に
お
け
る
原
料
調
達
や

日
本
産
農
産
物
の
販
売
拠
点

　上海と聞けば、「上海ガニ」を思い浮かべる人が多いと思いますが、当社スタッフのイ
シオシは、上海の家庭料理で定番中の定番とされている上海版ボルシチ「羅宋湯（Luo 
Song Tang）」です。酸味に甘味が加わり、豊かな香りを漂わせます。脂っこくても飽きず、
滑らかでさっぱりとした上海独特の味が、各家庭で作り上げられました。これほどまでに
上海に普及した背景は、1917年のロシア革命にまでさかのぼります。この革命によっ
て中国にもたらされたものは共産主義の思想だけではなく、多くの非共産主義勢力の移
民たちが持ち込んできた食文化もあったのです。

イチオシ現地食ス タ ッ フ に 聞 く

上海版ボルシチ「羅宋湯（Luo Song Tang）」

瓮福集団のリン酸肥料工場（貴州省福泉市）
江蘇省蘇州市内の小売店舗で
日本産精米および加工食品を販売

全農上海の社員一同
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全
農（
上
海
）貿
易
有
限
公

司
は
、
2
0
2
0
年
8
月
に
設

立
し
た
ば
か
り
の
全
農
グ
ル
ー

プ
の
現
地
法
人
で
は一番
若
い
海

外
拠
点
で
す
が
、
そ
の
歴
史
は
、

㈱
組
合
貿
易
上
海
駐
在
員
事

務
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た

（
1
9
9
1
年
9
月
）約
30
年

前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
全
農

グ
ル
ー
プ
会
社
再
編
で
、

2
0
0
5
年
10
月
に
全
農
グ

リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス
㈱
上
海
駐
在

員
事
務
所
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
が
、
一貫
し
て
、
当
初
か
ら
の

事
業
目
的
で
あ
る
リ
ン
鉱
石
や

リ
ン
酸
肥
料
を
中
心
と
し
た
肥

料
原
料
、
米
麦
用
フ
レ
コ
ン
袋

な
ど
の
生
産
資
材
の
調
達
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
全

農
本
所
旧
肥
料
農
薬
部
が
編
さ

ん
し
た「
全
農
肥
料
輸
入
業
務

40
年
史
―
海
外
挑
戦
の
軌
跡
」

に
よ
る
と
、
戦
前
の
1
9
3
5

年
に
は
、
全
農
の
前
身
で
あ
る

全
購
連
が
大
連
に
駐
在
員
事
務

所
を
開
設
し
て
、
満
州
各
地
に

あ
っ
た
搾
油
工
場
か
ら
肥
料
用

大
豆
か
す
の
調
達
業
務
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
海
外
拠
点
と
し

て
の
上
海
は
、
中
国
に
お
け
る

生
産
資
材
原
料
調
達
の
歴
史
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
現
在
ま
で

事
業
を
継
続
し
て
き
た
と
も
言

え
ま
す
。

　
当
社
が
設
立
し
て
か
ら
は
、

新
た
に
日
本
産
食
品
の
輸
入
販

売
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
輸
入
規
制
が
強
い
中
国
で

は
、
販
売
可
能
と
な
る
品
目

範
囲
が
精
米
や
加
工
食
品（
酒

類
を
含
む
）に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
和
牛
、
青
果
、

乳
製
品
な
ど
幅
広
く
輸
入
解

禁
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
や
体
制
は
変
わ
っ
て

も
、
中
国
に
お
け
る
原
料
調
達

や
日
本
産
農
産
物
の
販
売
拠
点

と
し
て
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
海
外
を
つ
な
ぐ
事
業
の
構

築
と
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

全
農（
上
海
）貿
易
有
限
公
司

中
国
に
お
け
る
原
料
調
達
や

日
本
産
農
産
物
の
販
売
拠
点

　上海と聞けば、「上海ガニ」を思い浮かべる人が多いと思いますが、当社スタッフのイ
シオシは、上海の家庭料理で定番中の定番とされている上海版ボルシチ「羅宋湯（Luo 
Song Tang）」です。酸味に甘味が加わり、豊かな香りを漂わせます。脂っこくても飽きず、
滑らかでさっぱりとした上海独特の味が、各家庭で作り上げられました。これほどまでに
上海に普及した背景は、1917年のロシア革命にまでさかのぼります。この革命によっ
て中国にもたらされたものは共産主義の思想だけではなく、多くの非共産主義勢力の移
民たちが持ち込んできた食文化もあったのです。

イチオシ現地食ス タ ッ フ に 聞 く

上海版ボルシチ「羅宋湯（Luo Song Tang）」

瓮福集団のリン酸肥料工場（貴州省福泉市）
江蘇省蘇州市内の小売店舗で
日本産精米および加工食品を販売
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今
大
会
は
、「
土
づ
く
り
」が
健
康

的
な
農
地
土
壌
の
保
全
を
通
じ
て
わ

が
国
の
食
や
環
境
を
守
り
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

の
意
義
や
価
値
を
消
費
者
へ
伝
え
、

生
産
現
場
に
お
け
る「
土
づ
く
り
」の

意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
い
っ
た
循
環

の
輪
が
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
の
優
良
事

例
の
表
彰
と
事
例
発
表
、
講
師
3
人

に
よ
る
基
調
講
演
、
全
農
の
取
り
組

み
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
農
水
省
農
産
局

農
業
環
境
対
策
課
の
佐
藤
課
長
か
ら

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
取

り
組
み
に
欠
か
せ
な
い
鍵
の
ひ
と
つ
が

『
土
づ
く
り
』で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
3
人
の
講
師
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら「
土
づ
く
り
」

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
秋
田
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
金
田

吉
弘
氏
は
、「
日
本
の
土
は
大
丈
夫
か

〜
土
づ
く
り
に
向
け
た
国
民
運
動
へ

〜
」
と
題
し
、
総
合
的
土
壌
診
断
の

必
要
性
と
、
養
分
状
態
だ
け
で
な
く

土
の
状
態
を
見
て
、
触
っ
て
総
合
的
に

見
る
こ
と
が
重
要
と
の
話
や
、「
土
づ

く
り
は『
今
』で
は
な
く
未
来
の
た
め

に
汗
を
流
す
こ
と
で
あ
り
、
S
D
Gｓ

の
基
盤
で
も
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に

伝
え
、
国
民
運
動
に
発
展
さ
せ
た
い
」

と
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
T
O
K
Y
O 

F
M「
あ
ぐ
り
ず
む
」

の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
も
あ

る
川
瀬
良
子
氏
か
ら
は
、「
川
瀬
良
子

の
お
い
し
く
て
楽
し
い
菜
園
ラ
イ
フ
」

と
題
し
、
農
家
が
発
信
す
る
情
報
が

増
え
て
農
系
P
o
d
c
a
s
t
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、「
土
」に
関
す
る
情

報
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
、
農
業

（
畑
）
と
消
費
者
の
間
に
は
ま
だ
ま
だ

距
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
S
N
S
や

イ
ベ
ン
ト
で
も
っ
と
P
R
を
す
る
べ
き

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

川
瀬
氏
と
金
田
氏
の
即
興
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
の
戸
井
和
久
チ
ー
フ
オ
フ
ィ

サ
ー
は
、「
生
産
と
販
売
を
つ
な
ぐ
食

農
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
〜
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
欲
す
る
農
産
物
〜
」
と
題

し
、「
農
産
物
は
３
S（
S
p
e
c

i
a
l
i
t
y
、
S
o
l
u
t
i
o

n
、
S
u
s
t
a
i
n
a
b
i
l

i
t
y
）を
持
っ
て
お
り
、ス
ト
ー
リ
ー

を
深
堀
り
し
て
商
品
の
魅
力
を
引
き

立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

り
、
生
産
者
の
思
い
が
見
え
る
形
で
ス

ト
ー
リ
ー
を
提
供
で
き
れ
ば
本
当
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
と
な
り
、マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
に
負
け
な
い
差
別
化
商
品
と
な

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
農
の
取
り
組
み
と
し

て
、
耕
種
資
材
部
技
術
対
策
課
田
中

達
也
課
長
が「
一
歩
先
の
土
づ
く
り
を

目
指
し
て
」
と
し
て
、
全
農
が
現
場
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
具
体

策
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
全
国
土
づ
く
り
大
会
2
0
2
1

〜
未
来
の
食
の
た
め
に
〜
」開
催

全
国
の
優
良
事
例
の
表
彰
と
事
例
発
表
、

基
調
講
演
な
ど
を
実
施

　全
農
は
2
0
2
1
年
12
月
2

日
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

「
全
国
土
づ
く
り
大
会
2
0
2
1

〜
未
来
の
食
の
た
め
に
〜
」を
開

催
し
ま
し
た
。
W
e
b
参
加
も
含

め
、J
A
、経
済
連
、全
農
県
本
部
、

土
づ
く
り
関
係
肥
料
メ
ー
カ
ー
の

関
係
者
ら
2
0
0
人
を
超
え
る
方

が
参
加
し
ま
し
た
。【

耕
種
資
材
部
】

今回の大会の模様は
YouTubeで視聴できます。

検索方法

YouTube
「全農耕種資材部」で検索
1

全農耕種資材部
チャンネル内の再生リスト
「全国土づくり大会2021」をクリック

2

表彰されるJA阿蘇の伊藤課長川瀬氏と金田氏の即興ディスカッション

表彰者記念撮影

全
農
冨
田
常
務

優良事例受賞JAと発表内容
ブロック

北海道

東北

関東
甲信越

北陸東海
近畿

中四国

九州

北海道 「『ゆめぴりかの里』～すべては美味しさのために～」JA新すながわ

岩手 「てんろ石灰を用いたキャベツ栽培について」JA新いわて

千葉 「土壌診断を軸に産地全体の施肥体系を構築
更に産地の高みを目指して JA市原市と姉崎蔬菜組合の想い」JA市原市

石川 「総合的な土づくり推進」JA松任

島根 「土壌診断をきっかけとした土づくり推進活動」JAしまね

熊本 「特A米獲得に向けたJA阿蘇の土づくりプロジェクト」

室井文博氏
大関光敏氏

幅一也氏

地引秀太氏

中田昌孝氏

久井和徳氏

伊藤照行氏JA阿蘇

県名 JA名 発表者 タイトル
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今
大
会
は
、「
土
づ
く
り
」が
健
康

的
な
農
地
土
壌
の
保
全
を
通
じ
て
わ

が
国
の
食
や
環
境
を
守
り
、
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

の
意
義
や
価
値
を
消
費
者
へ
伝
え
、

生
産
現
場
に
お
け
る「
土
づ
く
り
」の

意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
い
っ
た
循
環

の
輪
が
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
の
優
良
事

例
の
表
彰
と
事
例
発
表
、
講
師
3
人

に
よ
る
基
調
講
演
、
全
農
の
取
り
組

み
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
農
水
省
農
産
局

農
業
環
境
対
策
課
の
佐
藤
課
長
か
ら

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
取

り
組
み
に
欠
か
せ
な
い
鍵
の
ひ
と
つ
が

『
土
づ
く
り
』で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
3
人
の
講
師
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら「
土
づ
く
り
」

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
秋
田
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
金
田

吉
弘
氏
は
、「
日
本
の
土
は
大
丈
夫
か

〜
土
づ
く
り
に
向
け
た
国
民
運
動
へ

〜
」
と
題
し
、
総
合
的
土
壌
診
断
の

必
要
性
と
、
養
分
状
態
だ
け
で
な
く

土
の
状
態
を
見
て
、
触
っ
て
総
合
的
に

見
る
こ
と
が
重
要
と
の
話
や
、「
土
づ

く
り
は『
今
』で
は
な
く
未
来
の
た
め

に
汗
を
流
す
こ
と
で
あ
り
、
S
D
Gｓ

の
基
盤
で
も
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に

伝
え
、
国
民
運
動
に
発
展
さ
せ
た
い
」

と
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
T
O
K
Y
O 

F
M「
あ
ぐ
り
ず
む
」

の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
も
あ

る
川
瀬
良
子
氏
か
ら
は
、「
川
瀬
良
子

の
お
い
し
く
て
楽
し
い
菜
園
ラ
イ
フ
」

と
題
し
、
農
家
が
発
信
す
る
情
報
が

増
え
て
農
系
P
o
d
c
a
s
t
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、「
土
」に
関
す
る
情

報
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
こ
と
、
農
業

（
畑
）
と
消
費
者
の
間
に
は
ま
だ
ま
だ

距
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
S
N
S
や

イ
ベ
ン
ト
で
も
っ
と
P
R
を
す
る
べ
き

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

川
瀬
氏
と
金
田
氏
の
即
興
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
の
戸
井
和
久
チ
ー
フ
オ
フ
ィ

サ
ー
は
、「
生
産
と
販
売
を
つ
な
ぐ
食

農
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
〜
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
欲
す
る
農
産
物
〜
」
と
題

し
、「
農
産
物
は
３
S（
S
p
e
c

i
a
l
i
t
y
、
S
o
l
u
t
i
o

n
、
S
u
s
t
a
i
n
a
b
i
l

i
t
y
）を
持
っ
て
お
り
、ス
ト
ー
リ
ー

を
深
堀
り
し
て
商
品
の
魅
力
を
引
き

立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

り
、
生
産
者
の
思
い
が
見
え
る
形
で
ス

ト
ー
リ
ー
を
提
供
で
き
れ
ば
本
当
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
と
な
り
、マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
に
負
け
な
い
差
別
化
商
品
と
な

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
農
の
取
り
組
み
と
し

て
、
耕
種
資
材
部
技
術
対
策
課
田
中

達
也
課
長
が「
一
歩
先
の
土
づ
く
り
を

目
指
し
て
」
と
し
て
、
全
農
が
現
場
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
具
体

策
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
全
国
土
づ
く
り
大
会
2
0
2
1

〜
未
来
の
食
の
た
め
に
〜
」開
催

全
国
の
優
良
事
例
の
表
彰
と
事
例
発
表
、

基
調
講
演
な
ど
を
実
施

　全
農
は
2
0
2
1
年
12
月
2

日
、
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

「
全
国
土
づ
く
り
大
会
2
0
2
1

〜
未
来
の
食
の
た
め
に
〜
」を
開

催
し
ま
し
た
。
W
e
b
参
加
も
含

め
、J
A
、経
済
連
、全
農
県
本
部
、

土
づ
く
り
関
係
肥
料
メ
ー
カ
ー
の

関
係
者
ら
2
0
0
人
を
超
え
る
方

が
参
加
し
ま
し
た
。【

耕
種
資
材
部
】

今回の大会の模様は
YouTubeで視聴できます。

検索方法

YouTube
「全農耕種資材部」で検索
1

全農耕種資材部
チャンネル内の再生リスト
「全国土づくり大会2021」をクリック

2

表彰されるJA阿蘇の伊藤課長川瀬氏と金田氏の即興ディスカッション

表彰者記念撮影

全
農
冨
田
常
務

優良事例受賞JAと発表内容
ブロック

北海道

東北

関東
甲信越

北陸東海
近畿

中四国

九州

北海道 「『ゆめぴりかの里』～すべては美味しさのために～」JA新すながわ

岩手 「てんろ石灰を用いたキャベツ栽培について」JA新いわて

千葉 「土壌診断を軸に産地全体の施肥体系を構築
更に産地の高みを目指して JA市原市と姉崎蔬菜組合の想い」JA市原市

石川 「総合的な土づくり推進」JA松任

島根 「土壌診断をきっかけとした土づくり推進活動」JAしまね

熊本 「特A米獲得に向けたJA阿蘇の土づくりプロジェクト」

室井文博氏
大関光敏氏

幅一也氏

地引秀太氏

中田昌孝氏

久井和徳氏

伊藤照行氏JA阿蘇

県名 JA名 発表者 タイトル
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『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

花BOX

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

　東北の生産者が丹精込めて育てた切り花を、専用BOXに
入れてお届けする「東北六花」です。購入した花を飾っていた
だくことで、東北の花き生産者を応援する企画となっていま
す。BOXを開けたときの感動を、ぜひ体験してください。
　プレゼントにはもちろん、お店などに飾ったり、家族や友
人とシェアしたりと、さまざまな楽しみ方でご利用いただけ
ます。
※写真はイメージです。テーマに沿った季節の花を厳選して入れています。

ご注文は
こちらから

東北六花 Lサイズ（約45cm・25
本前後）…4100円（税込み）

　全農は2021年12月26日、神奈川県横浜市の横浜銀行ア
イスアリーナで「JA全農チビリンピック2021 第3回 全農杯 
全日本小学生カーリング選手権大会」を開催しました。 

【広報・調査部】
　2年ぶりの開催となった本大会には、全国各地から8チー
ム約40人の子どもたちが集結し、熱戦を繰り広げました。

ゲストに元オリンピアンの山
口剛史さん、小笠原歩さん
らを迎え、試合前に披露し
たデモンストレーションでは
正確なショットに会場が拍

手に包まれました。
　また、カーリング大会では恒例の「もぐもぐブース」を設置
し、出場チームの都道県産のジュースをはじめ、全農ブラン
ド商品をそろえてエネルギー補給をサポート。子どもたちや
ゲストは笑顔で食材を選び、「おいしい!」と頬張っていました。
　全農はこれからも、子どもたちの健康づくりやスポーツ選
手の育成をサポートしていきます。

「ニッポンの食」で子どもたちや元オリンピアンらを激励!

優勝チームに副賞を贈呈

ゲスト・子どもたちの集合写真

食材を手に笑顔を見せるゲストら

ゲストによるデモストレーション

■賞品提供:全国農協食品(株)、全農パールライス(株)、
　　　　　 JA全農青果センター(株)、JA全農たまご(株)、
　　　　　 JA全農ミートフーズ(株)、全農チキンフーズ(株)、
 　　　　 　協同乳業(株)、酪王協同乳業(株)

■特別協賛:JA全農

■試合結果
優　勝　盛岡カーリング
　　　 　スポーツ少年団 （岩手）
準優勝　チーム西日本
 3　位　帯広CA（北海道）
 4　位　新潟ジュニア （新潟）
 5　位　チーム青森キッズ （青森）
 6　位　T・Cジュニア （東京）
 7　位　軽井沢Junior （長野）
 8　位　チーム山梨 （山梨）

「JA全農チビリンピック2021
第3回 全農杯 全日本小学生カーリング選手権大会」を開催

全農Twitter
「全農広報部スポーツ応援」アカウント
https://twitter.com/zennoh_sports大

分
で
企
業
が

　レ
モ
ン
生
産
に
参
入（
大
分
県
本
部
・
営
業
開
発
部
）

新たに農福連携事業の
取り組みを開始
イチゴ栽培初出荷を迎える
（岐阜県本部）

「瀬戸内かきがらアグリ」
三つの賞を受賞（岡山県本部）

「第12回全国農業高校お米甲子園」
に協賛
（米穀生産集荷対策部）

「共同購入トラクターＳＬ33Ｌ」
県内3高校へ寄贈
（秋田県本部）

海外拠点便り
（全農（上海）貿易有限公司）

「JA全農チビリンピック
第3回 全農杯 全日本小学生カーリング
選手権大会」開催（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　花BOX

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

5

8

Web
限定

冬の豊橋産食材フェアを開催
（フードマーケット事業部）

2

3

全国の優良事例を表彰（6-7面）

レモン苗を植え付ける関係者（4面）

「お米甲子園」最高金賞獲得校に全農賞を
授与（3面）

全国土づくり大会開催
（耕種資材部）

2021 1.24vol.986

8




